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１．寄付金速報 ～残り 1 カ月、前年度を上回ることができるか？～ 

5 月までの寄付金は、前年同期と比べ 0.2％増、約 250 万円の増加でした。普通寄付金が 0.3％

減、特別寄付金が 0.5％増です。伸び率が次第に低調になりながらも、これで 11 カ月連続して

前年度寄付累計額を上回りました。 

今年度も残りあと 1カ月を切りました。まだ普通寄付金を納入されていないクラブは、速やか

にご送金ください。普通寄付金・特別寄付金ともに、6 月 30 日（金）当会口座入金分までが今

年度の寄付実績となります。よろしくお願いいたします。 

２．ジャワ島で地震発生！ ～奨学生・学友の安否を確認～ 

5 月 27 日（土）の朝、インドネシア・ジャワ島中部を震源とする大地震が発生しました。6,000

人近い死者と約 4 万人もの負傷者、家を失った避難民は 40 万人を越えるなど、震源地ジョグジ

ャカルタ周辺の被害状況は深刻です。 

米山奨学会では 29 日に、インドネシア国籍の現役奨学生 19 人と、インドネシア出身・在住の

米山学友 148 人に対して、安否確認のメールを送りました。 

これまでに返信があったのは 36 人。一部、建物や家具が損壊したり、親類や友人と連絡がと

れないといった報告があったものの、幸いにも家族を含めて無事とのことです。米山奨学会から

の迅速な連絡や、日本政府による復興支援に感謝を述べる声が相次いだほか、在日インドネシア

留学生会などを通じた支援活動に乗り出すという嬉しい報告もありました。 

当会では引き続き、今回の地震被害について情報収集に努めるとともに、奨学生や学友による

支援活動について、逐次お伝えします。 

前年度（2004年7月～2005年6月）寄付金累計額達成率　※2006年5月末現在
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前年度寄付金累計額

5月末現在、前年度達成率80～99％

5月末現在、前年度達成率100％以上

5月末現在、前年度達成率80％未満



３．2005 年度 寄付金増進タスクグループ開催 

5 月 18 日（木）、常務理事会の委嘱を受けた「寄付金増進タスクグループ」がスタートしまし

た。伊藤長英常務理事（第 2510 地区：北海道西部）座長のもと、パストガバナー、現・次期地

区米山奨学委員長など、米山奨学事業を熟知する 6名の委員で構成されています。 

今回のタスクグループでは、米山功労者表彰制度の改定から 3年目を迎え、新制度の検証とと

もに、表彰品の見直しや、表彰制度の効果的なＰＲ、寄付増進の具体的な方策に関しての検討が

予定されています（全 2回開催予定）。 

第１回の会議では、主に表彰制度について協議されました。「準米山功労者」復活の是非や、

現行の表彰品の改定案など、活発な意見交換と提案がなされました。 

４．文部科学省による実地検査の報告 

2006 年 5 月 23 日（火）、文部科学省高等教育局学生支援課の検査官による当会への実地検査

が行われました。検査項目は、法人業務の運営状況、事業内容と実施状況、会計処理および資産

状況など細部にわたる検査が実施されました。この実地検査は、文部科学省所管の公益法人に対

し、3年に一度、定期的に行われています。 

検査終了後の講評では「奨学団体として適正な管理運営がされている」と評価を受けました。

ただ、今後の課題として、①理事の定数（上限と下限の幅が大きく、人数も多い） ②評議員の

任期（現行 1年だが 2年が原則） ③理事会・評議員会の委任状（現行の一括委任ではなく、各

議案について賛否を問う様式）の 3点が指摘され、次回までの改善・検討が求められました。 

 

   

今月のよねやまだより*でもお知らせした通り、台湾学友会（（社）中華民国扶輪米山会）が主

催するシンポジウム『日本留学を考える～異文化との出合い～』が下記の通り開催されます。 

昨今低迷する日本留学の魅力を盛り立てようと、台湾各界で活躍する米山学友が立ち上がって

企画した今回のシンポジウムは、台湾の財界・教育界はもちろんのこと、現地のロータリアンか

らも大変注目されています。米山学友を育てた日本のロータリアンの皆さま、ぜひ、彼らの成長

の姿と、奉仕の心が大輪の花を咲かせていることを見届けましょう！多くのロータリアンの皆さ

まのご参加をお待ちしています。 *『ロータリーの友』2006 年 6 月号・横組み P.25 

開 催：2006 年 9 月 23 日（土）13:00～17:00 

会 場：台北市内の国際会議場（同時通訳あり） 

参加者：台湾の日本留学希望者、留学事情有識者、日本・台湾のロータリアン、米山学友など

旅行代：9/22～24 の 2 泊 3日で 9万 9,800 円～（添乗員付き） 

登録料：8,000 円（シンポジウム・懇親会参加費） 

※シンポジウム終了後の懇親会には、2001-02 年度 RI 副会長の黄 其光氏（2005-06 ロータリー財団管理委

員、台北ＲＣ会員）、2005-06 年度第 3490 地区ガバナーの許 國文氏（台湾初の米山学友出身ガバナー）な

どの方々が出席予定です。 

詳細情報やチラシ（PDF 版）は当会ＨＰ（http://www.rotary-yoneyama.or.jp/）に 6 月末ごろ掲載 
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